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Ⅰ．はじめに 

 青森県は海と山に囲まれた天然資源の宝庫であり、有用な遺伝資源が数多く潜んでいると予想さ

れる。我々はこれまでに、青森県産資源(38種類)の抗がん作用をスクリーニングしたところ、ボタ

ンイボタケ(図1 Thelephora aurantiotincta)のエタノール抽出物(以下TAE)に強い活性があること

を明らかとしている。 

Ⅱ．目的 

 TAE の活性成分を単離・同定する。さらに、正常細胞への毒性評価をする。 

Ⅲ．研究方法 

1. 抗がん作用の評価 

 継代培養したヒト肝がん細胞(以下 HepG2)とヒト大腸がん細胞(Caco2)を实験に供した。これらの細

胞を 24 時間の前培養を行った後、各濃度の試料を添加した DMEM 培地に亣換して、48 時間の本培

養を行った。本培養終了後の生存細胞数の指標を Neutral Red 法で評価した。 

2. 生理活性物質の分画・単離 

1) TAE を Sep-Pak C18に添加した後、MeOH/水の混合溶媒を用いた溶出を行い、TAE1～4 の 4 つ

のフラクションに分画した。 

2) TAE3 をシリカゲルに添加した後、酢酸エチル/ヘキサンの混合溶媒を用いた溶出を行い、TAE3-1

～4 の 4 つのフラクションに分画した。 

3) TAE3-3 を HPLC とフラクションコレクターを用いて、TAE3-3-1～4 の 4 つのフラクションに分

画した。 

3. 生理活性物質の構造同定 

 質量分析および 1H-NMR と 13C-NMR 分析を行った。 

4. 正常細胞に対する毒性評価 

 ヒト正常肝細胞を实験に供した。抗がん作用の評価と同様に Neutral Red 法で評価した。 

Ⅳ．結果・考察 

1) TAE1～4 のうち、TAE3 が最も強い抗がん作用(HepG2)を示した(表 1)。 

2) TAE3-1～4 のうち、TAE3-3 が最も強い抗がん作用(HepG2)を示した(表 1)。 

3) TAE3-3-2 および TAE3-3-3 を純物質として得た(図 2)。これらの単離物質が最も強い抗がん

作用(HepG2)を示した(表 1)。 

4) 質量分析と NMR 分析により、TAE3-3-2 は Telephantin-E の構造異性体である新規物質で

あり Telephantin-O(図 3)と命名した。TAE3-3-3 は、Vialinin-A(図 4)であった。 

5) Telephantin-O と Vialinin-A は、HepG2 のみならず Caco2 の生細胞数を減尐される生理活

性を示した(表 2,3)。 
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Telephantin-O と Vialinin-A は、抗がん作用を示した濃度で、ヒト正常肝細胞に毒性を示さなか

った(表 4)。 
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